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 京都市立凌風学園リーダー講習会について  
８月 10日（木）に京都市立凌風学園のリーダー講習会が未来教室対応・高度化授業研究室で開催され

ました。この講習会の目的は、児童生徒会活動の中心となる集団の確立をめざし、リーダーとしての意

識と技能を高めること、リーダーの心構えについて基本的事項を学ぶとともに、今後の児童生徒会活動

の活性化を図ることを目的として開催されており、今回は、高等部生徒（7～9 年生）40 名と学園教員

16名、本学学生ボランティア 12 名の参加がありました。 

凌風学園では、自分たちの学園を「誇れる学園」にするために毎年いろいろなテーマを決めて取り組

まれており、リーダー講習会では凌風学園の児童生徒会の代表（希望者）がテーマに沿った講義を聴き、

ワークショップを行いました。今年度は『風を一つに～未来に向かって架ける虹～』をテーマとし、キ

ーワードを『“つながり”と“時間”』として、「個人個人が時間を大切にすること」と「みんなで過ごす

時間を大切にすること」の２つをつなげて、全校でどのように取り組んでいくのかを考えました。 

最初に、自らの時間への意識の振り返りを行い、大事に時間を使うとはどういうことかについて話し

合いました。そして、学生ボランティアから「時間の使い方」についての経験談を語ってもらいました。  

昼休みには食堂にいる学生に「自分にとって、仲間にとっていい時間とは何か」というインタビュー

を行い、午後からはそれらを受けて、「時間を大事に使うために」というテーマで話し合いが行われまし

た。そして話し合い、経験談、インタビューをもとに３～４名で意見を出し合い、全校で取り組むため

の企画書を作成していきました。１グループ毎に学生ボランティアが活動に参加し、生徒たちの「学園

をよりよくしたい」という熱いおもいに答えようと一生懸命にアドバイスを行いました。これらのこと

が現場に出た時の大切な経験の一つになると考えています。 

今年で創立６年目となる凌風学園のリーダー講習会は、年々参加する生徒、教員の数が増えており、

「自分たちの学園のために」という意識が広がっているようで、生徒と教員が一体となり、よりよい学

園づくりに取り組んでいることの素晴らしさを感じます。 

   
 

幼児教育専攻学生による board deco 
機構棟玄関正面の貼り絵は、季節とともに変わります。かわいらしい貼り絵を見に来てください。

    
「夏野菜たちの水あそび」     「楽しいお月見」 
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 体育・スポーツ指導力養成プログラムより  
 体育・スポーツ指導力養成プログラムでは、コア授業科目であ

る『スポーツクラブ指導入門』が８月２日の研究発表会をもって

終了しました。各教室における指導実習での学びを 10分間のスラ

イドにまとめた発表会では、学生同士の活発な意見交換が行われ、

「子どもに応じた指導内容の工夫」、「指導者（教員）に求められ

る資質や能力」、「指示を的確に伝える言葉づかい」をはじめ、多くの学びを共有しました。9 月か

らはインターンシップⅠが始まり、1回生 15人（教育 1人、英語 5人、数学 2人、家庭 1人、音楽

4人、体育 2人）が 4教室に分かれ、実習が進んでいます。 

これまで、本プログラムでは、NEWS LETTER等を通じて学生の

活動状況を紹介してきました。この度、本プログラムの中心で

ある「スポーツクラブ指導入門」および「インターンシップⅠ・

Ⅱ」における実習の様子などを広く発信していくために、「体育・

スポーツ指導力養成プログラム通信」を発行することにしまし

た。今回は第１号として、今年度のスポーツクラブ指導入門の

様子を紹介しています。通信は、教育支援センターHPに公開し

ます。是非ご覧ください。（http://cert.kyokyo-

u.ac.jp/bukatsu/student.html） 

なお、通信は右の QRコードからもアクセスでき

ます。 

 

 “性と生”に学ぶ「人権に基づく性教育」シリーズ （ご報告）  
教育支援センター主催「人権に基づく性教育」シリーズの第２回及び第３回を本学で開催しました。 

 

第 ２ 回：平成２９年８月５日（土） 

テ ー マ：ひとは違っているもの～“多様性”について知る 

～文科省「性的マイノリティ通知」を授業にするために～ 

内  容：セクシュアリティの基本は多様性であり、日本は世界的に遅れていること。遅れの回復

のための学びが実践紹介されました。 

講  師：関口 久志  模擬授業：京都性教協 大江亜紀子 氏、竹花 惇 氏 

参 加 者:２８名 

 

第 ３ 回：平成２９年９月９日（土） 

テ ー マ：『国際セクシュアリティ教育ガイダンス』学習会 

～世界のスタンダードを日本でも実現するために～。 

内  容：日本の教育行政では無視されていますが、いまや世界ではスタンダードとなっている性

教育ガイダンスを学習しました。 

講  師：埼玉大学 田代美江子教授 

参 加 者：２６名 
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実地教育部門／就職・キャリア支援部門 西井  薫 075-644-8806  ｋａｏｒｕ＠  
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